










Solving the “Mystery of Plum-Blossom Viewing” 
: An Introduction to the Research  
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はじめに 
 明治の初め、米国会衆主義教会 congregational church の強い影響下にあったアメリカンボードとい
う宣教団体との関係において、時を置かずして関西に四つのキリスト教主義学校が生まれている。1875
年 10 月、アメリカンボードの宣教師タルカットとダッドレーにより女學校（後の神戸女学院）が神戸
に誕生、同年 11 月、アメリカンボードの準宣教師であった新島襄により同志社英学校、続けて 1876



























澤山の浪花公会からの謝儀は少ない時には月 7 円、多い時でも月 15 円である3。 














































 宿帳の記録によれば、新島が月瀬の騎鶴楼に入ったのは午後 9 時頃であり、翌日の朝 8 時には宿を発
っている15。先の新島公義宛て書簡から窺うに、その日は京都南部の小倉に移動して一泊、その翌日そ


































2. 1887 年の出来事 
 まずは新島の観梅の年、1887 年の新島と澤山に関係する出来事を描出する。 
 1887 年、1 月 20 日、大阪土佐堀の基督青年会館で浪花教会（前の浪花公会）創立 10 周年の記念会
が行われた。同教会を 10 年にわたり導いた牧師、澤山保羅は和歌山での病気療養のためこれを欠席25。
午前には創立 10 周年の記念式典が、午後 1 時半からは、大阪教会（前の梅本町公会）の牧師として着
任していた宮川経輝を議長として、前年の 4 月 16 日に辞表を提出した26澤山の牧師解職式が行われ、
続けて午後 2 時から礼拝が持たれた。ここで牧師澤山に代わって説教と洗礼式を担当したのが新島であ
った27。その後、澤山は 2 月 11 日に大阪に戻り、バルナバ病院に入院、2 月 17 日には梅花女学校校長
を辞任し、これを宮川経輝に委ねている28。そこからおよそ 1 ヵ月後の 3 月 16 日、新島も校務多忙と
自らの健康とを理由に、同志社教会仮牧師の辞表を提出する29。そうして 3 月 27 日に澤山が永眠する







 新島が月ヶ瀨に赴いたのは、その葬儀のわずか 2 日後であった。 
 そこでこうした日程、すなわち、「梅花」女学校の創立に関わり、後に校長も務めた澤山保羅の告別




















時は 1 月 2 日から 3 日、会場は梅花女学校であった。女学校の開校は 1 月 7 日、府知事の認可が 18 日
でこれが創立記念日になっているのだが、驚くべきことにそれ以前のことである。ここにその時、関西



























































と新島とが最初の間接的接点を得た 1875 年から始まり（前年の 12 月に米国より帰国した新島は、その
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